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Ⅰ 地域農業の概要

東臼杵
南部

１

肉用牛（繁殖）

完熟きんかん

シキミ

ミニトマト

へべす

スイートピー

○ 日向灘に面した沿海平坦地域から九州山地の急峻な地形を持つ山間地域まで、多様な地域で構成されている。
 ○ 高齢化が進み、令和２年(2020年)の総農家戸数は３，０２６戸で、平成２７年に比べ５８７戸減少している。
○ １経営体あたりの耕地面積は１２０ａと狭く、県平均の約６割となっている。
○ 令和３年の農業産出額は３７１億円で、その内訳は耕種部門５０億円、畜産部門３２１億円となっている。
○ 担い手の中心となる認定農業者数は、令和３年１２月現在で３２１経営体と、横ばい傾向となっている。
 ○ 新規就農者（法人就農含む）は、年による差が大きいが、年平均１９人（Ｈ２９～Ｒ３平均）が就農している。

くり

東臼杵南部管内の農業産出額 ※単位：千万円
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Ⅱ 東臼杵南部普及センター組織図

独立庁舎

東臼杵農林振興局長

○地域支援課 課長
・地域企画担当    ３名（うち庶務１名）

・地域振興担当   ４名

○農業経営課 課長
・農畜産経営担当 ４名
・園芸経営担当  ５名

○普及センター
職員数 ２０名（庶務１名含む）

○特徴
・担当１２名のうち、普及員経験年
数が３年未満の職員が６名。

 ・リーダー以上が全て５０代（７名）。
 ・椎葉駐在所に１名常駐

   ・農業振興公社の人材確保コー
ディネーター(１名)が駐在

振興局次長
兼 普及センター所長

  ・椎葉駐在所 １名（農業職）

・東臼杵北部農業改良普及センター

東臼杵南部農業改良普及センター

２



Ⅲ プロジェクト一覧（R3～R7）

プロジェクト名 主な活動内容 主担当

１ “農の魅力を産
み出す”人材の
育成と支援体制
の強化

【総合１】地域を支える担い手
の確保･育成

新規就農者の就農前から定着までの支援と、中
心的担い手の育成

地域支援
課

２ 【総合２】雇用労力の確保によ
る産地の維持･発展

労務管理の力の高い農業者の育成や組織的な労
力確保体制の構築、農福連携や援農の機能強化

地域支援
課

３

“農の魅力を届
ける”みやざき
アグリフード
チェーンの実現

【専門２】若手優良経営体の育
成による持続可能な子牛産地
の構築

母牛繁殖成績の向上に向けた栄養管理見直しや
子牛の栄養・衛生管理の徹底による生産性向上、
牛舎環境の改善による若手経営者の育成

農畜産経
営担当

４ 【専門３】冬春ミニトマトの産地
戦略ビジョン達成に向けた優
良経営体の育成

養液栽培における栽培管理技術の向上とマトリク
ス分析を活用した経営改善、品種特性や病害虫管
理技術の向上による生産性の向上

園芸経営
担当

５ 【専門５】へべすの技術継承に
よる産地力向上

篤農技術の継承に向けたアドバイザーや見本園
の設置による技術の見える化と高位平準化

園芸経営
担当

６ 【専門６】スイートピー産地の
維持拡大

マトリクス分析を活用した経営改善や栽培課題の
解決、新規栽培者の組織的な栽培技術習得

園芸経営
担当

７

“農の魅力を支
える”力強い農
業・農村の実現

【総合３】次世代に引き継ぐ魅
力ある中山間地域づくり

多様なライフスタイルや営農体系に応じた地域振
興と中山間ならではの振興モデルの構築

農業経営
課

８ 【専門１】中山間地域の産業に
寄与する茶産業の活性化

美郷町の受託体制の構築と苗生産モデルの確立、
茶工場を中心とした新たな茶種による産地づくり

農畜産経
営担当

９ 【専門４】椎葉村の高冷地ほう
れんそうの生産力向上

共選体制の確立に向けた優良品種の選定や効率
的な作付体系による生産性向上

椎葉駐在

※赤字は今回説明するプロジェクト

３



目指す姿

• 農業従事者の減少，人口減少
• 高齢化の急速な進行
→ 生産基盤の脆弱化、労働力不足、生産力低下、 農地

の 
荒廃、集落の衰退の恐れ、 地球温暖化、異常気象の

激
甚化、病害虫発生増加、家畜伝染病、新型コロナ感染 
症による農畜産物価格の低下、燃油・資材の高騰 等

農業を取り巻く情勢

令和５年度 普及指導活動計画の概要

地域の技と力を集結し、チームで
「産地革新」に取り組み、現状を打開！

東臼杵南部普及センター

多様な人材の育成とサポート機能の強化

“農の魅力を”
“産み出す”人材の育成と支援体制の構築
“届ける” みやざきアグリフードチェーンの実現
“支える” 力強い農業・農村の実現

• 人材育成、労働力確保、農地調整、経営資源継承等の諸問題を解
決するための調整機能やサポート機能を発揮

• 経営を発展・拡大する経営体が育成

• スマート農業が導入され、省力化、効率化、高収益化
• 基盤整備と一体した農地集約による効率的な農業が展開
• キャトルセンター等の拡充整備等分業化促進による飼養頭数の維

持拡大
• 加工・業務用野菜等が生産拡大、社会構造変化に応じた販売力が

強化

• 雇用型経営に発展する夏秋野菜・果樹・しきみ経営体が育成され、
他産業との連携による周年雇用体制が構築

• 中山間地域の人や産業をつなぐ新たなビジネスが展開され、人の
流入や雇用創出により地域が活性化

持続的で魅力あふれる農業・農村づくり

産地革新の実践と販売力の強化

【総合１】地域を支える担い手の確保・育成

①担い手の確保 ①産地戦略ビジョンの見直し検討
②就農相談・お試し就農体験
③新規就農者受入体制の強化

②新規就農者の育成(就農前) ①就農計画の作成
②農業研修カリキュラムの検討

③新規就農者の定着(就農～５年目) ①就農計画達成に向けた巡回活動等の実施
②部会と連携した経営管理能力の向上
③規模拡大志向畜産農家の動態表等の作成

④中心的担い手の育成 ①宮崎方式営農支援体制研修の実施
②経営サポート事業等を活用した経営改善
③農業経営改善計画の作成

【総合２】雇用労力の確保による産地の維持・発展

①労務管理能力の高い農業者の育成
及び生産部会による労力の確保

①労務管理の課題把握と改善
②雇用・労務管理能力の向上
③生産部会による作業のユニバーサル化
④生産部会による労力確保手段の検討

②援農隊の機能強化 ①労力サポート部会による支援体制強化
②農福連携等による多様な援農者の確保

【専門１】中山間地域の産業に寄与する茶産業の活性化

【専門２】若手優良経営体の育成による持続可能な子牛産地の構築

【専門３】冬春ミニトマトの産地戦略ビジョン達成に向けた優良経営体の育成

【専門４】椎葉村の高冷地ほうれんそうの生産力向上

【専門５】へべすの技術継承による生産力向上

【専門６】スイートピー産地の維持拡大
注）アグリフードチェーンとは、生産から消費にかかる供給連鎖への積極的な情報技術の導入による最適化

に加え、本県農産物の価値や生産者の思いを消費者まで届ける仕組み

【総合３】次世代を引き継ぐ魅力ある中山間地域づくり

中山間地域農業
の目指す方向の
共有

多様なライフスタイ
ルに応じた営農の姿、
地域振興品目、農地
維持の手法、資産継
承など地域振興農業
の考え方等について
協議し、各地域で目
指す振興モデルを構
築

日向市
東郷

①㈱ひむか農園 へべす栽培における企業の参入ﾓﾃﾞﾙ
（地域営農ｼｽﾃﾑづくり）

美郷町 ②鬼神野地区 ①農地や園地を守る仕組みづくりﾓﾃﾞﾙ
②多様なﾗｲﾌｽﾀｲﾙに応じた所得の確保ﾓﾃﾞﾙ

③栗部会 収量向上･省力化に向けた技術の導入

③町内の加工ｸﾞﾙｰﾌﾟ 有形･無形資源の円滑な継承ﾓﾃﾞﾙ

⑤さいごう完熟金柑部会 円滑な経営継承に向けた具体的な計画作成

諸塚村 ⑥集落営農法人えしろ 新規品目導入による山間地の集落営農ﾓﾃﾞﾙ
（担い手育成と夏秋ﾐﾆﾄﾏﾄの技術向上）

⑦各茶工場 実態把握と工場毎の方針明確化

椎葉村 ⑧椎葉村園芸部会 ほうれんそう産地ビジョン等の明確化
（専門４と連動）

４



Ⅳ プロジェクト設定の手順

６～７月 普及センター内部で第１四半期の実績検討
（計画の進捗確認と問題点や方向性等の整理）

○農業改良普及事業
協議会

（各市町村、ＪＡ、NOSAI、県、
九州農政局宮崎拠点）

＋

○農業経営指導士
  （生産者代表）

１０月 専技センターと振興局関係各課との中間(第２四半期)
の実績検討

○農業改良普及事業協議会及び農業経営指導士合同会議
 令和５年２月２日

普及実績・計画の概要説明と意見聴取

１２～３月 次年度の普及計画（案）及び普及実績の作成
（本庁農業普及技術課との協議、専技センターとの内容調整）

秋頃 先進地事例調査（Ｒ４は12月に、２組織で合同実施）

普及事業の計画・実績
検討に係る組織

○農業改良普及事業協議会 総会：令和４年６月２７日
○農業経営指導士 南部支部総会：令和４年６月２４日

各組織で、前年度普及実績及び当年度計画を説明

８月１７日 専技センターと普及指導に係る意見交換会

７月１３日 県第八次農業農業長計に係る地域懇話会

反映

５



Ⅴ プロジェクト１

次世代に引き継ぐ魅力ある中山間地域づくり
（総合プロジェクト）

（対象期間：R3～R7）

６

※総合プロジェクト
担い手の確保・育成、中山間地域の振興など、地域の総合的な課題を

解決するために、複数の担当が横の連携を図りながら取り組むプロジェクト



Ⅴ－① 普及計画の概要

地域全体のめざす姿

①各町村ごとに、魅力ある中山間地域の目指す方向について農業者や関係機関・団体等の合意形成が図られてい
る。

②大規模農家や集落営農組織などの中心的担い手と集落住民との新たな連携による役割分担など、農地を守る仕
組みが構築されている。

③農地、ハウス、樹木などの有形資源や、熟練農家の栽培技術や加工グループの加工技術などの無形資源が次世
代に円滑に引き継がれている。

④多様なライフスタイルに応じた所得が確保され、いつまでも住み続けられる魅力ある中山間地域農業が展開さ
れている。

令和７年度には、「中山間地域農業振興モデル」を４モデル策定
７

現 状

①管内の５市町村の人口は、2015年から2045年にかけて３１％減少する予測されている。

②特に本プロジェクトの対象としている、美郷町、諸塚村、椎葉村の３町村では約６０％減少する予測であり、
急激な人口減少や高齢者等のリタイヤが懸念されている。

③農家の減少に伴う担い手への急激な農地の集積による担い手の負担増、多様な人材確保、有形・無形資源の継
承など、地域の共通課題を解決するための新たな体制の構築が求められている。



普及課題（主な取組内容）

中山間地域農業の目指す方向の共有

☆市町村ごとに地域農業の目指す方向について共通認識を図る
（日向市東郷町、諸塚村、椎葉村、美郷町）

☆地域農業の目指す方向の実現に向けたモデルの検討
①多様なライフスタイルに応じた所得の確保モデル

＜対象者＞
・夏秋野菜や冬場の品目の組合せ等で農業でバリバリ稼ぎたい
・高齢だが、地域を守りながら農業を続けたい
・地域に住んで農業を楽しみたい（半農半Ｘなど）

＜所得確保モデル＞
・品目の組合せや他産業との組合せ、新品目の導入など、多様なライフ

スタイルに応じて、町村で推奨するモデルの設定

②農地や園地を守る仕組みづくりモデル
○担い手と集落が連携し役割分担した農地の維持

・畦畔管理等について集落との分業体制づくり
○集落営農組織等による農地の維持

・水稲、茶の受託等

③有形・無形資源の円滑な継承モデル
○農地、ハウス、樹木、機械、施設など有形資源の有効活用
○熟練農家技術・加工技術等の無形資源の見える化

④労働力調整の仕組みづくりモデル
○援農隊等の活用拡大
○他産業との連携による労働力融通
○貯蔵技術の確立による労働力調整

話し合いの
場づくり

振興モデル
の内容協議

振興モデ
ルの実証
に向けた
検討

振興モデ
ルの策定
と波及

魅力ある中山間
地域を目指して

町村

ＪＡ等

農林振興局

(普及センター含む)

農業者

中山間にはどん
なライフスタイル
があるかな････

８

Ⅴ－① 普及計画の概要



Ⅴ－① 普及計画の概要

普 及 課 題 R3 R4 R5 R6 R7

１ 中山間地域農業の目指す方向の共有
【成果目標】

地域農業振興モデル策定数 ０（R2） → ４（R7）

◎振興モデルの共有

①多様なライフスタイルに応じた所得の確保モデル

②農地や園地を守る仕組み作りモデル
・集落営農や集落内分業体制

③有形･無形資源の円滑な継承モデル
・有形資源の整理と無形資産の見える化

④労働力調整の仕組みづくりモデル
・援農隊や他産業連携、新技術の導入

年度別計画

【美郷町】ＪＡ日向シキミ部会（Ｒ３で終了）

【美郷町】美郷町さいごう完熟金柑部会
加工グループ(３グループ)

【日向市東郷町】㈱ひむか農園（Ｒ５から対象）
【美郷町】鬼神野地区

【諸塚村】集落営農法人えしろ（Ｒ５から対象）
【椎葉村】椎葉村園芸部会（Ｒ５から対象）
【美郷町】大規模受託農家(鬼神野)

美郷町栗部会

【各市町村ごとに協議】

重点対象

一般活動 ９



２ 主な取組（予定）

～令和４年度
■地元企業からの農業参入として、振興局関係各課や市、ＪＡ等と連携

して支援
■露地果樹「へべす」の栽培技術の習得支援や、大規模園地化に向けた 

園地造成や鳥獣被害対策等へのアドバイス
■大規模園地栽培の省力化に向けたスマート農業の推進

現在の状況（令和５年４月から現在まで）
■既に定植した園地の栽培管理面でのアドバイス
■第２、３期工区以降の園地造成面でのアドバイスや定例会の実施
■今後の販売拡大に向けた果実の機能性等に係る検討支援

令和６年度
■成園化に伴う効率的な栽培体系等の構築

大規模果樹園におけるスマート農業のモデル的な取組支援

３ 成果目標の達成状況
大規模園地管理技術の習得

令和５年度から対象としているため、４年度の実績はなし

１ 重点対象集団

㈱ひむか農園 ※令和５年から対象

【局内各課、市、ＪＡ等と連携した支援】

【スマート機械の実演会】
１０

Ⅴ－② 主な取組と現在の状況 普及課題 ： 中山間地域農業の目指す方向の共有

「（株）ひむか農園」（ 農地や園地を守る仕組みづくりモデル ： 日向市東郷町 ）



現在地

      第１工区  約２ha
      （R5年3月定植予定）
      第2･3工区 約６ha
      （R6･7年3月定植予定）

へべす  約2ha
1期Ｒ5年3月定植

Ⅴ－② 主な取組と現在の状況 普及課題 ： 中山間地域農業の目指す方向の共有

「（株）ひむか農園」（ 農地や園地を守る仕組みづくりモデル ： 日向市東郷町 ）

１１



へべす  約2ha
1期Ｒ5年3月定植

Ⅴ－② 主な取組と現在の状況 普及課題 ： 中山間地域農業の目指す方向の共有

「（株）ひむか農園」（ 農地や園地を守る仕組みづくりモデル ： 日向市東郷町 ）

地権者や地元住民約１００名が参加

今後の課題：大規模園地の維持管理（収穫、剪定、防除、除草など）に向けた支援

【ラジコン草刈り機の実演】
１２

ドローンやＳＳでの管理作業
に対応した植栽（５ｍ）



２ 主な取組（予定）

～令和４年度
■集落営農法人えしろの新たな取組「ミニトマト養液栽培」への支援

外部リーダー会の実施や台風被災後の再建検討会でのアドバイスを実施
茶の生産・加工やさといも栽培など、法人支援を継続してきた

現在の状況（令和５年４月から現在まで）
■ミニトマトの定植前検討会や個別巡回指導の実施
■ミニトマト養液栽培マニュアルの作成中

■各茶工場の実態把握や成り行き予測の共有のため、諸塚村茶部会支部長
及び工場長との合同会議を実施 ※専門プロジェクト１と連動

令和６年度
■法人に就業した若手農業者のミニトマト栽培技術の習得
■「法人えしろ」の経営安定に向け、夏秋ミニトマト、茶、水稲、さといもなど、

経営の多角化支援

３ 成果目標の達成状況
令和５年度から対象としているため、４年度の成果目標はなし

１ 重点対象集団

集落営農法人えしろ ※令和５年から対象

【台風被災後の施設再建検討】

Ⅴ－② 主な取組と現在の状況 普及課題 ： 中山間地域農業の目指す方向の共有

「（集落営農法人）えしろ」（ 農地や園地を守る仕組みづくりモデル ： 諸塚村 ）

【家代の茶園】

１３



１４

昨年９月の台風で被災後、
再建向けて、ハウスの強
度や工事スケジュール等

について支援

Ⅴ－② 主な取組と現在の状況 普及課題 ： 中山間地域農業の目指す方向の共有

「（集落営農法人）えしろ」（ 農地や園地を守る仕組みづくりモデル ： 諸塚村 ）

昨年度の栽培を振り返り、今年度の栽培方針等について支援

法人に就農した職員の、栽培技術向上を目指した定期的な巡回指導



２ 主な取組（予定）
～令和４年度
■鬼神野集落では、ドローンの導入試算やメリット等を整理して集落代表者と検討を重ねた結果、中山間直払制度を活用した

ドローンの導入が実現
■大規模受託農家の労力軽減に向けた実証（畦畔除草剤実証、アシストスーツ）
■栗では、九電と連携し、ドローンによる防除省力化実施試験を実施
■加工グループの真空パック商品化への支援や施設・機械のリスト化に向けた支援
■シキミの長期貯蔵体制技術が確立したことで、労力調整の仕組みづくりモデルが策定

現在の状況（令和５年４月から現在まで）
■鬼神野集落と大規模受託農家との連携による水稲生産の将来像について検討
■栗では、ドローンによる防除省力化実証試験を実施（２年目）
■金柑では、承継を組織的に進めるため、産地戦略ビジョンの見直しやアンケート内容について検討
■加工では、一次加工工程表の作成と資源継承に向けた検討会を実施

令和６年度
■鬼神野集落全体での水稲栽培の省力化や分業体制の構築
■栗の生産から加工、販売まで一体的な戦略策定に向けた支援
■果樹の産地維持に向けた省力栽培体系や美郷町果樹継承モデルの構築
■加工グループ内での協議を進め、残すべき資産やレシピを明確化

３ 成果目標の達成状況
地域水稲生産の課題共有農家数 － （Ｒ２） → ２戸（Ｒ４実績）
導入可能性の高い省力化技術数 － （Ｒ２） → ０事例（Ｒ４実績）
ドローン防除実践農家数  － （Ｒ２） → ２戸（Ｒ４実績）
継承資源の個票作成農家数 － （Ｒ２） → ０戸（Ｒ４実績）
レシピの整備  － （Ｒ２） → １事例（Ｒ４実績）
長期冷蔵共同実施体制確立支部数 － （Ｒ２） → １支部（Ｒ３実績）

１ 重点対象集団
鬼神野地区（集落組織）

       鬼神野地区(大規模受託農家)
美郷町栗部会
美郷町さいごう完熟金柑部会
加工グループ（３グループ）
ＪＡ日向シキミ部会（令和３年度のみ対象）

Ⅴ－② 主な取組と現在の状況 普及課題 ： 中山間地域農業の目指す方向の共有

美 郷 町
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鬼神野地区を普及計画に位置づけた理由

Ⅴ－② 主な取組と現在の状況 普及課題 ： 中山間地域農業の目指す方向の共有

「鬼神野地区」（ 美郷町 ）

鬼神野地区の中山間直払制度の代表者から、将
来もこの水田を維持管理していくためには、水田管
理に若者の参画を促す必要があり、そのための手
段としてドローンを導入したいという相談があった。

中山間地域では、水田を維持していくための相談
がますます増加してくる可能性があることを想定し、
美郷町役場、ＪＡ日向と協議を重ねた結果、鬼神野
地区をモデル地区として、令和３年度からの普及
計画の重点対象として位置づけることとした。

また、鬼神野地区には、１戸の大規模受託農家
が存在するが、その農家だけでは、集落全体の水
田の維持・管理は不可能であることから、大規模農
家と集落との連携による水田の維持・管理に向け
て、中山間直払制度を活用したモデルを構築する
ことで、他の地区への波及も図ることとしている。

集落営農の推進

地域全体の水田を守ってい
くためには、集落の協力体制
や、大規模受託農家と集落と
の連携と役割分担が重要で
ある事の意識醸成

大規模農家の育成

大規模受託農家が、安定し
て多くの水田を受託できるよ
う、省力化技術の導入支援

解決に向けた
活動①

解決に向けた
活動②

②農地や園地を守る仕組み
づくりモデル

①多様なライフスタイルに応
じた所得の確保モデル

中山間地域等直接支払交付金の鬼神野集落協定地域概況
集落数１１、戸数１０６戸、協定農用地面積５２㏊

１６



【Ｒ３年８月３０日の状況】

【除草剤処理区】【草刈り区】

月　日 除草剤処理区 草刈り区

6月21日 草刈り 草刈り

7月6日 薬剤処理

7月20日 草刈り

7月29日 薬剤処理

9月15日 草刈り

省力化技術導入支援（Ｒ３ 畦畔への除草剤散布）

除草剤散布の効果については、集落内役員も
理解を示したが、実際に除草剤散布にあたっ
ては眉をひそめる役員もいる

軽減を図りたい
労力とアシスト
スーツの機能と
が一致しないと、
効果は期待でき
ない

Ⅴ－② 主な取組と現在の状況 普及課題 ： 中山間地域農業の目指す方向の共有

「大規模受託農家」（ ①多様なライフスタイルに応じた所得の確保モデル ： 美郷町 ）

省力化技術導入支援（抑草シート設置）

省力化技術実証（Ｒ３ アシストスーツ）

１７

（Ｒ５．２月設置） （Ｒ５．８月）

今後とも、大規模受託農家が安定して経
営が続けられるよう、労力軽減や省力化に
向けた支援に取り組む



【中山間直払制度で作成した年代別耕作者マップ】【集落役員との協議】

１８

Ⅴ－② 主な取組と現在の状況 普及課題 ： 中山間地域農業の目指す方向の共有

「鬼神野地区」（ ②農地や園地を守る仕組みづくりモデル ： 美郷町 ）

鬼神野地区の水田をいつまでも守
り続けたいという、集落役員の気持
ちを確認しつつ、その実現のために
の課題は何か、大規模受託農家と
集落とが連携を図り、役割分担をし
ながら集落の水田をまもっていくこ
との必要性等について、役員の理
解を求めた

                         

  の 
業を  
に   
   

  理・  
 理・ 除 
     る
 、   業
      

 

    
    
    
    
     
   
   
   

    農家
           

  農家     農家 
                 
                    

  農家
              
              

             

    の  を
        理
  なくな     

集落  
    

集落  
の  の
   理
の  

       

        

       

    
    

  除

   
   

   理
    理

 人・  農家・集落

     

 ローン 除

 人・  農家

【役員会で提示した資料】



鬼神野集落の水田を維持するためには、若者に参画してもらうしかない。
ドローンの免許を取らせて、水田の防除をさせれば、地域の事に気がつくと考えている。
ドローンがどれくらいで導入できるか試算できないか？

地域の将来を描いた素晴らしい考えですね。試算してみます

試算したら、５０㏊に２台でも大丈夫かと思います。
導入金額が○○円で、５年間でのランニングコストなど……。

今はそうかもしれませんが、５年後１０年後はどうなるんでしょうね。
まだ、皆さんが元気なうちに体制を考える事が重要だと思いますね

役員会で、ドローン導入の考えを話したら、「まだ自分たちで防除もやって
いける」と反対する役員がいるんだよね

中山間直払制度の予算を使って導入する話をしたら、「ドローンの会社に委託した方が良いので
はないか」とか、「維持費も掛かるだろう」などと、また反対の意見が出たんだよね

皆さんが畦草刈りなど頑張った作業に、中山間の予算が交付されているのに、
それを外部に持ち出すのはもったいないですね。
そのお金を、ドローンのオペレータに支払えば、域内でお金が回る仕組みができ
るので、集落内にお金が残っていくことにも繋がりますよね。

それに、受託業社は他地区も受けているので、雨で延期した時に、こちらの希望
どおりには行かず、適期防除ができなくなると思いますよ

Ⅴ－② 主な取組と現在の状況 普及課題 ： 中山間地域農業の目指す方向の共有

「鬼神野地区」（ ②農地や園地を守る仕組みづくりモデル ： 美郷町 ）

Ｒ２．８月

ドローン導入に向けて鬼神野地区の代表と普及センターとのやり取り
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おかげで、ドローンを導入する事になったよ。ありがとう。

○○さんの想いが通じて良かったですね。
○○さんみたいに、地域の将来の事を考えている方はなかなかいらっしゃらな
いので、私たちも、夢を実現できるようにこれからも支援させていただきます。

水稲の除草剤散布にも、ドローンが活用できますよ。
ただし、粒剤散布用のアタッチメントが必要になります。

今年のドローン防除を振り返って、ドローンの年間稼働日数が、約１０日でもったいないこ
とから、他に活用できる事は無いかな？

来年度の栽培で試していこうかな。

防除や除草剤散布を効率的に実施するためには、田植え時期を川上から揃えて
いく必要がありますね。
今後は、ドローン防除を効率的に実施する事を理由に、田植え時期も揃えていく
など、集落内で話し合いを進めて行くといいですね。

試算ができたので、役場の中山間担当のＡさんを通じて届けますね。

私も、ドローンを導入した方が良いと思っているんだけどなぁ。
○○地区の試算表が説明し易すそうなので、それで作成してくれないかな？
それから、ドローンは１台で、○○の経費は・・・・・・。

Ｒ４．３月

Ⅴ－② 主な取組と現在の状況 普及課題 ： 中山間地域農業の目指す方向の共有

「鬼神野地区」（ ②農地や園地を守る仕組みづくりモデル ： 美郷町 ）
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【美郷町栗部会で目指す ５年後の生産目標】

項目 ２０１９年 ２０２４年

部会員数 １１２名 １１２名

面積 ９１ｈａ ９１ｈａ

出荷数量
（㎏）

青果 ５２，８０２ ７６，５００

加工 ３５，７５７ ６０，０００

合計 ８８，５５９ １３６，５００

部会平均反収
（㎏/10a）

９７ １５０

販売金額
（千円）

青果 ２７，５４１ ４２，０７５

加工 ２４，１１３ ４２，０００

合計 ５１，６５４ ８４，０７５

単価
（円）

青果 ５２２ ５５０

加工 ６７４ ７００

美郷町栗部会産地プラン

９１ｈａ

現状
（２０１９年）

５年後
（２０２４年）

３０．４ｈａ減

【栗栽培面積５年後の成り行き予測】
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【美郷町栗部会出荷量の推移】

Ⅴ－② 主な取組と現在の状況 普及課題 ： 中山間地域農業の目指す方向の共有

「栗部会」（ ①多様なライフスタイルに応じた所得の確保モデル ： 美郷町 ）

栗部会の５年後を描い
た産地プランを掲げ、
その実現に向けて、生
産者、関係機関が連携
して活動している
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美郷町栗部会　今後の取り組み(案)

Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

●生産性を向上させる取組

・主幹形密 栽培技術による省力化 よび早期の 量

確 の めの実証を行  
◎ ◎ ○ ○

・高木樹のカットバックによる、超低樹高栽培を推進

  量安定を図る 
◎ ○ ○ ◎

モデル的経営体

の育成

・加工主体生産に適  品種構成 よび適正 理を行

 ことによる安定   量を得られる経営体を育成す

る 

加工向 栗生産に適  品種構成を推進するととも

に、栽培暦を基本と  適正 理を行 こと  量

 安定 、継続  栗栽培 可能となる 

ま 、それを近隣農家に波及させること 産地 体

の生産基盤の安定 期待される 

○ ○ ◎ ◎

●産地を  する めの取組

・モデル地区 の園地台帳整備 よびマップ化を行 ○ ◎ ◎ ◎

・好条件園地や耕 放棄地等の情報を把握する ○ ◎ ◎ ◎

・好条件園地周辺への新 を推進する ◎ ○

・耕 放棄農地の改良及びくりの新 を推進する ◎ ○

・  手への園地集積を進める ◎ ○ ◎

・若手農家を中心と     業組織の検討 ◎ ○ ○

・若手農家を中心と     業組織に、ベテラン農

家をコーチと  サポート 若手農家の育成を行  
○ ◎

外部  による

既存園地の  

長期的なくり栽培 可能となるとともに、ベテラン

農家 ら若手農家への技術伝承 可能となる 

産地実態の把握

と見 る化

各地区毎に栽培規模・園地条件・単位面積あ りの

 量等 明確になる 

園地の実態に則  生産対策や  手対策 可能と

なる

  等の耕 放

棄地を利用  

新 の推進

既存の団地に加  、 別の好条件園を中心と  

さらなる団地化 可能となり  手への集約  や

すくなる 

普

及

C

そ

 

他

  年度

新技術導入等に

よる省力化栽培

の確立

主幹形密 栽培の導入により、 業の省力化と 量

安定 期待される 

戦術名 具体的な活動項目 主な取り組み 容

と期待される成果

生

産

部

会

美

郷

町

J

A

日

向

 ◎：  者、○連携支援 

栗部会の産地プラン実現に向けたロードマップ

Ⅴ－② 主な取組と現在の状況 普及課題 ： 中山間地域農業の目指す方向の共有

「栗部会」（ ①多様なライフスタイルに応じた所得の確保モデル ： 美郷町 ）

２２

【主幹形密植栽培】

【超低樹高剪定】

【園地台帳整備】

【後継者との意見交換】

【スマート農業機械実演】



２３

Ⅴ－② 主な取組と現在の状況 普及課題 ： 中山間地域農業の目指す方向の共有

「栗部会」（ ①多様なライフスタイルに応じた所得の確保モデル ： 美郷町 ）

水田 保全 水田 保全

水田 水田 保全 水田

保全 水田 水田 保全

水田 水田 クリ クリ

水田 水田 クリ クリ

水田 水田 クリ クリ

草刈は乗用草刈機、
ラジコン、ロボット

防除はドローン、
スピードスプレーヤ

★ほ場整備
★排水対策

(耕盤破砕)
(明きょ)
(高畝栽培)

収穫が楽に
なる方法も
今後検討

水田の耕作放棄地等を利用するなど、耕作条件を
整備し、ラジコン草刈り機やドローンなどを導入する
ことで、担い手が安心して栗の生産に取り組むこと
が出来るように支援していく

これからのクリ栽培のイメージ



２４

Ⅴ－② 主な取組と現在の状況 普及課題 ： 中山間地域農業の目指す方向の共有

「美郷町さいごう完熟金柑部会」（ ③有形・無形資源の円滑な継承モデル ： 美郷町 ）

～５０歳

１３％
５０代

１３％

６０代

３２％

７１歳～

４２％

完熟きんかん栽培は平成２年から始まり、美郷町における主力品目となっている。
今後とも、産地を維持するための取組が重要であるため、平成３０年に、産地戦略ビジョンが策定された。

近年、部会員の高齢化が進んできており、リタイアや栽培面積の縮小を検討する生産者がみられることから、経営の承継は
喫緊の課題である。

背 景

部会員の年齢構成（R3.2月）

面 積 ８．９ha
出荷量 ２００ﾄﾝ(R1)
販売額 １１９，３５２千円(R1)
部会員 ３１戸

主な活動

【経営承継研修会】

【個別面談】【産地の維持に向けた提案】



これまで、主に経営承継啓発に向けた研修や園地台帳整理など、承継準備に
係る活動に取り組んできた。

しかしながら、今作で栽培を辞めると意思表示をしていた生産者が、収穫後
の剪定を機に、栽培をもう一年延長することになった事例や、８０代の生産者の
アンケートで、「５年後も現状維持」という回答事例もあるなど、本人の農業に対
する意欲を削がないような対応も必要である。

現在は、承継に待ったなしの農家の承継はみられるが、産地としての体制はま
だ不十分である。今後は、産地としての承継体制が構築できるよう、資源の整備
や意識の醸成に取り組んでいく。

２５

Ⅴ－② 主な取組と現在の状況 普及課題 ： 中山間地域農業の目指す方向の共有

「美郷町さいごう完熟金柑部会」（ ③有形・無形資源の円滑な継承モデル ： 美郷町 ）

主な活動

【承継に向けた外部向け資料】

【承継に向けたアンケート】

今後の対応

ＪＡ日向の果樹担当職員が、きんかん１５ａ
を栽培していたが、令和３年４月に専業農家
となり、令和４年には、規模を縮小する２戸の
農家から、それぞれ１０ａずつ承継し、３５ａの
経営を開始している。

また、美郷町が、「きんかんと栗の栽培技
術修得」をミッションとした地域おこし協力隊
を募集したところ、元ＪＡ職員の働きかけで、
１０月から１名が採用された。協力隊が終了
する３年後には、新規就農者としてきんかん
の承継にも意欲的で、今後は、関係機関で、
就農に向けてサポートしていくこととしている。

承継に向けた動き



【県食品開発センターの専門家を招聘して、
煮しめの真空パック商品化を支援】

２６

Ⅴ－② 主な取組と現在の状況 普及課題 ： 中山間地域農業の目指す方向の共有

「加工グループ」（ ③有形・無形資源の円滑な継承モデル ： 美郷町 ）

管内の加工グループは、中山間地域における所得確保の一手段として、地域農産物を活用した特産品づくりや地産地
消の取組を行ってきた。
しかし、グループ員の高齢化や減少により活動の継続が危ぶまれており、地域の特産品の消滅だけでなく、加工技術

や地域の食文化の継承も危機的な状況にあることから、継承に向け、加工レシピや機械・施設等の整備を支援する。

加工グループを重点対象とした背景

【渡川いこいの郷加工グループ】
（渡川まんま）

主な活動内容

【品温測定】

【加熱殺菌処理の確認】
【「煮しめ」のレシピ】

「煮しめ」の真空パック商品
化により、長期保存が可能と
なり、高齢者１人暮らしを支
える見守りを兼ねた配食
サービスの活動が拡充され、
更なる地元貢献に繋がった。



【売れ筋商品の検討】

【グループの継承検討】

２７
【加工工程の確認】

Ⅴ－② 主な取組と現在の状況 普及課題 ： 中山間地域農業の目指す方向の共有

「加工グループ」（ ③有形・無形資源の円滑な継承モデル ： 美郷町 ）

多くの加工グループが、長年、同じメンバーで活動しているため、レシピや工程作業等が全て頭に入っており、レシピ等を確認
するまでもなく、阿吽の呼吸で加工に取り組んでいる事例が多い。

今後も、メンバーの世代交代などで、レシピや工程作業が失われることがないよう、継承に向けた支援が必要である。

加工グループを重点対象とした背景

主な活動内容

【加工工程表の作成と提案】

【柚子ドレッシング製造手順書（鬼神グループ）（一部抜粋）】



１ 重点対象集団

椎葉村園芸部会（令和５年度から。令和４年度までは、新規品目導入農家）

３ 成果目標の達成状況
新品目導入農家の年間作業スケジュールの作成
 ０ （Ｒ２） → １（Ｒ４実績） ※達成

２ 主な取組（予定）

～令和４年度
■冬場の品目導入による所得の確保モデルを確立（※達成）

（夏秋：ミニトマト＋冬春：ラナンキュラス）

現在の状況（令和５年４月から現在まで） ※専門プロジェクト５と連動
■主品目である高冷地ほうれんそうの産地戦略ビジョンの策定に向け専門部

会長との個別協議を実施。今後、アンケートを策定し、方向性を協議。

令和６年度
■アンケートを分析し、産地戦略ビジョンの素案を策定、部会と協議。

Ⅴ－② 主な取組と現在の状況 普及課題 ： 中山間地域農業の目指す方向の共有

「椎葉村園芸部会」（ ①多様なライフスタイルに応じた所得の確保モデル ： 椎葉村 ）
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【年間作業スケジュール】

２８

【ラナンキュラス現地指導】

【現地にて作業内容の確認】



１ 重点対象集団

椎葉村園芸部会（令和５年度から。令和４年度までは、新規品目導入農家）

３ 成果目標の達成状況
新品目導入農家の年間作業スケジュールの作成
 ０ （Ｒ２） → １（Ｒ４実績） ※達成

２ 主な取組（予定）

～令和４年度
■冬場の品目導入による所得の確保モデルを確立（※達成 スライド３１）

（夏秋：ミニトマト＋冬春：ラナンキュラス）

現在の状況（令和５年４月から現在まで） ※専門プロジェクト５と連動
■主品目である高冷地ほうれんそうの産地戦略ビジョンの策定に向け専門部

会長との個別協議を実施。今後、アンケートを策定し、方向性を協議。

令和６年度
■アンケートを分析し、産地戦略ビジョンの素案を策定、部会と協議。

２９

Ⅴ－② 主な取組と現在の状況 普及課題 ： 中山間地域農業の目指す方向の共有

「椎葉村園芸部会」（ ①多様なライフスタイルに応じた所得の確保モデル ： 椎葉村 ）

【ほうれんそうの収穫作業】

【産地戦略ビジョン策定に向けた検討】

Ｒ５からの活動

【ほうれんそうの選果状況】 【選果機に適した品種の選定】



Ⅴ－② 主な取組と現在の状況

総合プロジェクト全体の到達目標の達成状況

３０

中山間地域農業振興モデルの策定

（Ｒ７目標：４モデル）

Ｒ３：シキミ
Ｒ４：ミニトマト＋ラナンキュラス

Ｒ４年度までの実績：２モデル



【実績②】椎葉村における園芸複合モデル

①収穫後の水揚げ
（一晩が目安）

②冷蔵（４週間が目安） ③常温に戻す

クリザールバケット（1000倍）を入れて水揚げを行う

※結露をなくす

温度は
８℃設定

④切り口を切り戻す ⑤新聞紙を巻く

出荷

必ず！
品質を確認

※１ｃｍ程度

⑥ＪＡに出荷する

※冷蔵したものを出
荷した日は必ず記録。

【目的と意義】
シキミの状態は良いが、需要が少ない時期（梅雨明け～７月上旬）に収

穫した束を冷蔵保存し、お盆時期に出荷することで、経営の安定を図る。
【効果】
①お盆の計画数量達成 ②労力分散 ③良品質のシキミ出荷 ④単価安定

【７月】 【８月】

・天照１号は硬化期
・シキミの品質が良い
・市場からの需要は低い
・出荷停止がかかる年もある
・値崩れする場合がある

・天照１号は萌芽期
・シキミの束を作るのに芽を取る必要が

あり調整に手間がかかる
・７０cm×３０束の方が作りやすい
・市場からの需要量が多い

長期冷蔵

３１

【実績①】シキミの長期貯蔵技術確立による出荷モデル

労働力調整の仕組みづくりモデル 多様なライフスタイルに応じた所得の確保モデル



Ⅴ－③ 今後の課題と対応方向

（令和５年度）
■ 県第八次農業長計の方針や施策と連動した中山間地域振興を、市町村

やＪＡ等と連携し、提案も行いながら取組を強化する。

■ 市町村や集落、生産部会のそれぞれの実情に合わせた、振興モデルを
検討し、産地戦略ビジョン等に反映する。

■ ドローンなどスマート農業機械を活用した省力栽培体系の構築に向け、
農業者と一体となって実証ほや展示ほを実施し、早期の実装を図る。

■ 栽培施設などの有形資源や、篤農技術や加工レシピなどの無形資源の
見える化を進め、円滑な継承体制を検討する。

（令和６年度）
■ 特徴ある品目の産地維持のため、各品目の強みと弱みを整理し、新たな

複合経営モデルや省力栽培体系の構築を行う。

■ 農地や集落活動の維持を図るため、ＪＡ出資型法人や地元企業と連携し
た取組を模索する。

３２



今後考えられる新たな中山間地域農業の振興モデルについて
【日向市】

 ○ 集落と法人との連携による、中山間地域向けの粗飼料供給体制の構築モデル
（耕作放棄解消やＪＡ出資型法人とのマッチングによる、中山間地域の肉用牛繁殖農家支援）

 ○ スマート農業が可能な、大規模露地果樹生産モデル
（省力園地デザインと法人による新産地づくり）

【諸塚村】

 ○ 新規就業者を取り込む、集落営農法人の多角経営モデル
（水稲＋茶＋園芸の複合経営で周年雇用し、若い担い手を確保）

 ○ 村内共同茶工場の再編による、村内茶生産分業モデル
（茶工場の実態把握に応じた分業による、茶種別の製造体制を構築）

【美郷町】

 ○ 大規模受託農家と集落活動との分業体制の構築による、集落内水稲生産モデル
（ドローンを活用した防除や除草剤散布、畦畔管理の軽減で省力水稲栽培体系を構築）

 ○ くり産地の再編や水田畑地化による、省力管理体系と園地継承モデル
（省力防除や機械化一貫体系の導入や園地改良、村内加工との連携による産地維持）

 ○ 施設きんかん産地存続に向けた、新規就農者取り込みと部会内継承モデル
（地域おこし協力隊等の取組と連携した担い手確保と組織的な資源継承体系を構築）

 ○ 残すべき資源の明確化による、加工グループのレシピ継承モデル
（グループ内での加工技術の明確化と有形･無形資源の継承）

【椎葉村】

 ○ 共選体制を核とした、｢高冷地ほうれんそう｣の生産拡大モデル
（共選による労力軽減と作付回転数の増加による所得増加）

３３



３４



３５



Ⅴ プロジェクト２

中山間地域の産業に寄与する茶産業の活性化
（専門プロジェクト）

（対象期間：R3～R7）

※専門プロジェクト

各品目の生産振興に向けて、技術的課題や構造的課題等の解決
を図りながら、各担当が取り組むプロジェクト

３６



Ⅴ－① 普及計画の概要

○一戸あたりの平均面積が小さく、機械化が難しい中山間地域特有の条件の中で、寒暖差を活かした良質茶の生産
が行われている。

○茶生産者の高齢化や、後継者不足等から、必要最低限の施肥や防除の実施が困難な茶園もあり、荒茶品質の低下
が懸念されている。

○茶の取引は個人取引（縁故販売）が主であり、新たな販路開拓が必要である。

○地域の特徴ある茶生産に対応するため、低コストの茶園管理が必要である。

○ＪＡ、受託作業組織による、茶生産者や茶工場との連絡調整等の茶運営管理体制が弱い。

○本地域の特徴である茶苗生産について新規で生産を始める法人があり、技術支援が必要である。

○紅茶やウーロン茶等の特徴ある茶の生産に取り組んでいるが、品質の安定した製造技術や製造体制の確立、販路
拡大が課題となっている。

地域全体のめざすべき姿

○ 受託組織や地域の茶工場が中心となり茶産地が育成されており、地域産業の一つとして茶が
活かされている。

○ ウーロン茶や紅茶などの付加価値のある特徴ある茶の生産体制が構築され、新たな収入を
生み出す農産物となっており、地域産業の一役を担っている。

○令和７年度には、「特徴ある茶の生産量」が１.４ｔ（令和２年度）から２.５ｔ、
「諸塚式ウーロン茶生産体制実施工場数」が０工場から１工場、を目標とする。
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普及課題（主な取組内容）

１ 美郷町方式受託体制の確立
（１） 産地ビジョンの実現に向けた具体的な受託体制の検討
・受託組織直営茶園の管理体制構築に向けた検証
・受託組織が経営可能な管理面積、管理作業体系の検討
・作業受託茶園の引受判断基準の作成
・運営可能な全作業受託体制の検討

（２） 効率的な茶生産体制の運営の検討
・年間作業の整理と役割分担の明確化
・年間製造計画に沿った茶運営体制の確立
・効率的な茶工場運営方法の検討

（３） 地域の特徴ある茶生産に対応した茶園管理体系の確立
・茶園管理の現状把握
・低コスト茶園管理マニュアルの作成

２ 中山間地域における新たな営農モデルの策定
（１） 茶業を活用した新たな営農モデルの育成
・セル苗箱を活用した茶苗育苗の実証
・美郷町版茶苗育苗マニュアルの作成
・美郷町方式茶苗生産営農モデルの策定

３ 茶工場を中心とした茶産地づくり
（１） ウーロン茶生産方式の検討と品質の安定化に向けた支援
・品質の安定化に向けた技術研修の支援
・低コストで効率的な製造方法の確立
・ウーロン茶製造に対応した茶園管理の検討

（２） ウーロン茶販路開拓の支援
・ウーロン茶の販売戦略の検討 ３８



Ⅴ－① 普及計画の概要

普及課題 R3 R4 R5 R6 R7 市町
村

JA
試験
研究

民
間

１ 美郷町方式受託体制の確立
・低コスト茶園管理の実践
・摘採予測を活用した適期摘採
・効率的な茶工場の運営

【成果目標】
美郷町方式受託体制構築に向けたマニュアル作成数
０（R2） → ３（R7）

○ ○ ○

２ 中山間地域における新たな営農モデルの策定
・美郷町版茶苗育苗の実証
・美郷町方式茶苗生産営農モデルの策定

【成果目標】

茶苗生産営農モデル数 ０（R2） → １（R7）

○ ○ ○ ○

３ 茶工場を中心とした茶産地づくり
・品質の安定化に向けたｳｰﾛﾝ茶生産技術の習得
・低コストで効率的なｳｰﾛﾝ茶製造方法の確立
・ｳｰﾛﾝ茶製造に対応した茶園管理手法の確立
・ｳｰﾛﾝ茶の販売戦略の検討

【成果目標】

諸塚村方式ウーロン茶生産体制構築
に向けたマニュアル策定数 ０（R2） → ２（R7）

○ ○ ○ ○

年度別計画
（○：連携先）

【美郷町】
美郷町茶部会
ＪＡﾌｧｰﾑひゅうが
ＪＡ日向西郷茶工場

【諸塚村】
諸塚村ｳｰﾛﾝ茶研究会
諸塚村茶部会

【美郷町】
小松種苗園
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Ⅴ－② 主な取組と現在の状況

普及課題 ： 美郷町方式受託体制の確立

２ 主な取組

～摘栽作業の効率化に向けた取組～
■ 各茶園の摘採日は、ＪＡファームひゅうがの１人のオペレータに委ねられており、どの茶園をいつ摘採するかについては
１人で判断していたことから、毎日のほ場選定や運搬、茶工場の効率的な運営にも影響を及ぼしていた。
そこで、萌芽期（茶園全体の１／２の芽が動き始めた時）を入力することで、摘採日が予測され、更には、茶工場での受
入量を超えないかを、グラフで瞬時に判断でき、茶工場での生葉の滞留が解消されるシステムを構築した。
また、このシステムを、Googleのスプレッドシートに載せたことで、インターネットを通じて、誰もが同時に見ることが可能と
なったことから、関係者全員が、常に情報を共有することも可能になった。
このシステムにより、全ての茶園での摘採適期や茶工場の受入予定量が見える化され、茶の摘採から茶の製造まで、
効率的な運営に繋がった。

     現在の状況（令和５年４月から現在まで）
■ 予測システムの実証に取り組み、茶園ごとの摘採予定日や茶工場の運営などが、非常に効率的に実施できることを確
認できた。

    令和６年度
■ 予測システムの精度を高め、さらに効率的な適期摘栽作業に取り組むことが出来るよう支援する。

１ 重点対象集団

美郷町茶部会、ＪＡﾌｧｰﾑひゅうが、ＪＡ日向西郷茶工場
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Ⅴ－② 主な取組と現在の状況

普及課題 ： 美郷町方式受託体制の確立

４０

摘採計画表に
①萌芽期を入力
②摘採予測日が自動計算で表示
③予測日の前後５日間が緑色で表示（摘採適期）
④摘採予測日と一番茶収量予測のデータから、
「生葉集荷量の予測」のグラフが作成される。

⑤グラフの２，０００㎏のラインが、茶工場の一日の受入量
の上限なので、それを超過した場合は、該当する茶園の摘
採日の変更が、瞬時に判断できることとなった。

生葉集荷量の予測
萌芽期(茶園全体の芽の半分以上が動き出した時)

②

③

④
④

⑤

①

摘採計画表と生葉
集荷量の見える化
が実現

４１
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生産者

JAファームひゅうが JA日向茶工場

ＳＮＳを活用した情報の共有体制

オペレーター

工場責任者
Googleのスプレッドシートに、
摘採計画表や生葉集荷量の予測表を
載せ、いつでもどこでも情報の入力
や確認ができる体制を構築

連絡や情報共有を効率化
茶園の生育状況
摘採計画
摘採時の生葉量 等

普及センター 美郷町役場

関係機関

Ⅴ－② 主な取組と現在の状況

普及課題 ： 美郷町方式受託体制の確立

今後連
携予定
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Ⅴ－② 主な取組と現在の状況

普及課題 ： 中山間地域における新たな営農モデルの策定

２ 主な取組（予定）

～令和４年度

■ 県全体の育苗を担う取組であるため、総合農試茶業支場と連携し、令和３年
度には、管内で初めての取り組みとなるセル苗箱及び園芸ハウスを活用した
育苗の実証を行い、美郷町版茶苗育苗マニュアルの案を策定。

■ 令和４年度には、マニュアルの実証とともに、高温対策等も支援し、品質の
良い苗の育苗に繋がった。

現在の状況（令和５年４月から現在まで）
■ ３年目の育苗状況を調査し、マニュアルの見直しを図るとともに、営農モデ
ル化のため、経費等の聞き取り等による経営状況調査を行う。

令和６年度
■ 経営調査を基にした分析を行い、より効率的な育苗手法の確立と新たな営農
モデルの策定に向けた検討を行う。

１ 重点対象集団

小松種苗園

【農試と連携した育苗指導】【育苗状況調査】

茶苗育苗マニュアル素案

４３
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Ⅴ－② 主な取組と現在の状況

１ 重点対象集団

もろつかウーロン茶研究会、諸塚村茶部会

普及課題 ： 茶工場を中心とした茶産地づくり ※総合プロジェクト３と連動

２ 主な取組（予定）

～令和４年度
■ ウーロン茶生産への経緯
茶業を地域の産業として地域経済へ貢献するための方策を検討している中で、
①新たな品目の検討が困難な中、現在保有している資源（茶園や茶工場）でら生産可能な上に、現在利用していない
二番茶で生産できること。
②ウーロン茶生産に必要な釜炒り茶生産施設（茶工場）があること。
③釜炒り茶や煎茶よりも商品性が高く、高評価が期待できること。
等の理由から、ウーロン茶生産を検討する事となり、平成３０年に、「諸塚ウーロン茶研究会」が発足した。
■ 各種マニュアルの作成

 令和元年度からウーロン茶の生産に取り組み始めたことから、原料となる生葉の確保やウーロン茶の製造技術の
習得に向け、「ウーロン茶製造対応茶園管理マニュアル」や「ウーロン茶製造マニュアル」を作成した。

■ 商品化に向けた原料の選定やブレンドを検討。
ウーロン茶向けに製造した原料から、官能検査により品質を確認し商品化した。
商品パッケージや販売戦略では、民間業者も交えて協議し、販促活動も支援。

現在の状況（令和５年４月から現在まで）
■ 原料品質・量の安定化及び低コストで効率的な生産技術の支援を行い、ウーロン茶製造に対応した整枝時期の
検討など、茶園管理手法の定着に向けた指導を強化。

   令和６年度
■ ウーロン茶原料の安定確保と販売強化により、茶園管理から販売までの一貫体制を構築。
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【加工】

【天日干しによる日干萎凋】

【室内萎凋（約１４時間）】

【わずか１時間ではあるが、太陽
に当てることが非常に重要】

Ⅴ－② 主な取組と現在の状況

普及課題 ： 茶工場を中心とした茶産地づくり ※総合プロジェクト３と連動

【梅雨明けに二番茶が摘採で
きるようにマニュアルを作成】

【品質（官能）検査】【パッケージデザインの検討】

ウーロン茶原料の商品利用率が向上
（Ｒ３：１０％） →（Ｒ４：３０％） →（Ｒ５：５０％） ４５



Ⅴ－② 主な取組と現在の状況

○ 特徴ある茶（紅茶、ウーロン茶）の生産量  Ｒ２（基準） １.４ｔ    → Ｒ４（実績） ０.９ｔ （Ｒ７目標：２.５ｔ）

○ 諸塚式ウーロン茶生産体制実施工場数 Ｒ２（基準） ０工場 → Ｒ４（実績） ０工場 （Ｒ７目標：１工場）

プロジェクト全体の到達目標の達成状況

普及課題 ： 茶工場を中心とした茶産地づくり ※総合プロジェクト３と連動

３ 成果目標の達成状況

低コスト茶園管理(施肥管理)マニュアル作成   －（Ｒ２） → １ （Ｒ４実績） R5改訂
摘採計画達成(Ｒ５に再設定)    －（Ｒ２） → －（Ｒ４実績）

※受託組織直営茶園管理マニュアル及び茶栽培歴実施確認(ﾁｪｯｸ)表、各種素案等の作成はＲ４までに達成

茶苗生産営農モデル数 － （Ｒ２） → ０（Ｒ４実績）

※美郷町版茶苗育苗マニュアルの作成はＲ４までに達成

ウーロン茶用生葉生産量   － （Ｒ２） → ２７６㎏（Ｒ４実績） Ｒ５目標は３５０㎏（Ｒ５実績 ３３５㎏）
ウーロン茶原料の商品化率   － （Ｒ２） → ３０％ （Ｒ４実績） Ｒ５目標は４０％ （Ｒ５実績 ５０％）
※諸塚式ウーロン茶製造対応型栽培暦の作成は、Ｒ４年度で達成。
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Ⅴ－③ 今後の課題と対応方向

（令和５年度）
■ 茶生産者や作業受託組織及び茶工場の茶生産体制について、より効率
的な運営方法の試行と検証を行い、美郷町茶業のあり方について検討する。

■ 昨年度作成した茶苗育苗マニュアルの実証と検証及び営農モデルの検討
を行う。

■ 品質の安定化及び低コストで効率的な生産技術の支援を行うとともに、
ウーロン茶製造に対応した茶園管理手法の定着を図る。

 また、販売力強化のため、全国レベルの品評会への出展も支援する。

（令和６年度）
■ 受託の核となるＪＡファームひゅうがの運営支援を強化するとともに、茶園
管理のさらなる省力化技術の検討を行う。

■ 県域の茶苗生産を担う産地として、県茶業協会とも連携した茶苗生産体制
を確立し、持続可能な営農モデルを策定する。

■ 総合プロジェクト３とも連動し、茶工場再編や新たな茶種(ウーロン茶)による
収益構造を検討し、特徴ある中山間茶産地づくりを目指す。
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【ウーロン茶：諸塚村】 ※総合プロジェクト３と連動

 ○ 未収穫茶期(２番茶)を活用した、新たな茶種生産･販売モデル
（これまで未収穫だった２番茶で、新たな茶種を製造、複合経営の茶部門の所得増加と、
諸塚村の新たな特産品づくり）

 ○ 村内共同茶工場の再編による、村内茶生産分業モデル （※再掲：Ｐ16）
（茶工場の実態把握に応じた分業による、茶種別の製造体制を構築）

今後の中山間茶業経営の方向性について

【苗生産】

 ○ 県内茶産地を支える、優良茶苗経営モデル
（優良品種を育成する総合農試茶業支場や種苗供給を総括する宮崎県茶業協会と連携した、
永続的な茶苗生産体制の確立）

【美郷町方式受託体制】

 ○ 摘採予測データを活用した、摘採から製造までの効率的な茶業管理モデル
（ＪＡ出資型法人の運営体制強化と、年間製造計画に基づく一貫管理体系をデジタル化）

 ○ 高齢化を意識した、低コスト茶園管理モデル
（高齢化に対応した経費カットや労力軽減など、実現可能な低コスト栽培体系の構築）
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